
１月24日から25日にかけて、近畿地方の上空約1500メートルに、この冬一番の氷点下12度以下の寒気が流れ込み、強い冬型の気圧配置となりました。
和歌山県では24日夕方から降雪が強まり、平地を含む広い範囲で大雪となりました。期間中、和歌山市で積雪４cmを観測しました。また、25日７時までの
12時間降雪量は、和歌山市で６cmを観測し統計開始以来第１位の記録となりました（自動観測に変更となった2012年12月から統計開始）。

和歌山地方気象台は、23日14時から防災関係機関向けの説明会を実施し、県北部及び田辺・西牟婁を対象とする大雪注意報を24日10時04分に、県内
全域を対象とする風雪注意報を24日18時10分に発表しました。

なお、この大雪により、高速道路や国道の通行止め、JR西日本と南海電気鉄道で一部区間の運転見合わせ、南紀白浜空港発着便で欠航など交通に大
きな影響が出ました。 【被害状況：26日09時00分現在、近畿地方整備局、JR西日本、南海電気鉄道、JALホームページより】

令和５年１月24日から25日にかけての
強い冬型気圧配置による大雪について

（和歌山県の気象速報）

概要

前３時間解析雨量（１月25日）

この資料は速報として取り急ぎまとめたものです。そのため、後日内容の一部訂正や追加をすることがあります。

令和５年１月26日09時現在 気象速報 和歌山地方気象台

地上天気図（24日21時）

解析積雪深

※解析積雪深は約5km四方の平均的な値であるため、積雪
の深さのおおまかな分布状況を把握するために利用してく
ださい。
・約5km四方の平均的な解析積雪深の値は、個別地点にお
ける観測値と必ずしも一致しません。
・風が強い時は雪が風に流されるため、また、地上の気温
が約1～3°Cの時は雨雪の判別が難しいため、解析積雪
深の精度が低下する可能性があります。

※この分布の値は雨量計で観測された値ではなくレーダーの資料などから解析
したものであるため、実際の雨量と異なる場合がありますので留意願います。

00時00分

上空 1500m 付近の天気図(850hPa）（24日21時）
黒破線：気温、青線：-12°C、黒実線：高度、
ハッチ：気温と露点温度との差が 3°C未満の領域

06時00分

前1時間降雪量と積雪（観測地点：和歌山地方気象台）

19時 20時 21時 22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時 6時

降雪(cm) -- 1 3 -- 1 -- -- -- 1 -- -- --

積雪(cm) -- 1 4 3 4 4 4 3 4 3 3 3

和歌山市
1月25日1月24日

※ 「--」 は、該当現象、または該当現象による量がない場合の表示


